
＇ 自然界における

Vibrio Parahaemolyticusの調査

金 鉄三郎＊

I はじめに
腸炎ビプリオの分布調査についてはこれまで海水．海

泥，魚介類等について継続調査を進めて来たが． 自然界

から分離される「神奈Ill現象」陽性の溶血株について，

前年の実績（金． 1971)1)を基にして更に調査を進める

ことにした。

I 調査対象

検査地域は由利海岸の金浦漁港および象潟漁港で，検

表 1 検体採取表

販月叫地 域 1天候1気温 1水温1検体1検体数1
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体は海水および海泥について行なった。採取日時および

検体数は表(1)のとおり合計320件について行なった。

皿検査方法

A 検体採取

I. 海水

海水は海岸堤防の波打際の予め定めた地点から長柄ひ

しゃくで水面より Im以下のものを汲みあげ減菌容器に

採取した。

2. 海泥

海泥は鉄製筒状の特殊な採取器を用意して波打際から

3 m以上投てきした地点から引きあげ．ポリ袋に採取し

た。

B 培養法

培養法および生化学的同程検査法はこれまで定められ

たものに従った。
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w 成績ならびに考察

検査成績は表(2)のとおりで腸炎ビプリオの検出は10.3

％の33株で， K抗原型別出来たものは15株 (45.4%)で

あった。

表（2) 腸炎ビプリオ分離表

闘I地 域 1検体 1検数分離数1警員闘＇数臀IJ I 18 I ~2 I 2:i 32原34| 3:| u 神奈川現象
金 I 

海水I401 oi | I I I I I I I I I 
6 

浦 海泥I401 5| 12.5| 21401111211131  (-) 
月 象

潟海水I401 o| I | I I I I I I I I 
海泥I401 2| 5 | I so I I I I I 11 I (-) 

海水I40| lo| 25 | 5 50 I ii I 31 I I I 5 (-) ， 金 浦
海泥I40| 7| 17.5| s 71 I I 11 31 I I 11 21 (-) 

月
海水I401 31 7.5, 11 33 I I I I 11 I I 21 (-) 

象 潟
海泥I401 61 1s I 11 16・61 I I I I 5 (-) 

ムロ 計 I 3201 331 10.31 15 45.41 ii ,1 61 4 2 I 18 
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この成績は前回の調査と相違し低率であり金浦港では

特に著しかったが．その原因は 5月下旬に同港内を浚渫

したことがあげられる。更に神奈川現象陽性株は今回の

調査で検出することが出来なかったことは，漁港内が浚

渫船で清掃された結果によるものと判じられ． 6月と 9

月の比較によってもこのことが明らかである。従って腸

炎ビプリオの汚染防止は海泥浚渫等による港内清掃よっ

てその目的が達しられることが示唆されるものがあっ

た。
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